
 

 

 

 

スキー教室も終わり、日常が戻ってきた！と思いきや、もう第 5 回定期考査 2 週間前です。そして定期考

査が終われば文化発表会を経てあっという間に進級です。残り少ない中学 1 年生の期間。1 日 1 日を大切に

過ごすようにしましょう。 

一方、最近の学年の様子を見ていると、授業の準備ができていなかったり、授業開始ぎりぎりまで立ち歩い

ていたり、落ち着かない様子が見受けられます。スキー教室では５分前行動や次の予定の準備がしっかりでき

ている人が多くいただけに、今の状況は非常にもったいない！時計を見て行動する癖を思い出して、規律ある

生活を目指しましょう。 

 

 

 スキー教室では集団生活を通して、多くの学びがあり大成功で終えることができました。今回より「スキー

教室を終えて」をテーマに描いた感想文を掲載したいと思います。 

 

 

スキーを通して学んだこと                     １年 C組 A H 

私がこのスキー教室でできるようになったことや、改めて感じたことは三つあります。 

一つ目は、スキーができるようになったことです。一日目は、少しの坂も滑れないし、運が良くないと止まれ

ない、それに加えてカーブもできなかったけれど、二日目になり、リフトでツアーに行って実践してみたら、

ハの字で急停止もできるし、カーブも滑れるようになりました。転んで自分で立ち上がってを繰り返している

と、三日目になれば、一回も転ばずに急な坂の上級者のコースも途中から滑れたし、スピードを保ったままカ

ーブしてもできるようになり、すごいスピードで成長することができました。 

二つ目は、山の自然を味わえたことです。葉の上に雪が乗って、その周りに雪が降っている景色や、それが

集まった山を他の山頂から見るのがとてもきれいで、楽しかったです。さらにリフトに乗っている途中に、動

物の足跡のようなものを見つけられて、動物の存在をこの目で確かめることはできなかったけれど、東京では

見られない雪景色を見ることができて、とても嬉しかったです。 

三つ目は、生活面での協力することの大切さです。室長が会議に行っている途中に、布団を他のみんなと全

員分を敷いておいたことで、室長は自分のことをする時間が増え、楽にすることができました。その他にも、

美化係が破損チェックカードの確認中に、忘れ物チェックをするなどの、時間の有効活用もすることができて、

改めて協力の大切さを感じることができました。 

このように、スキー教室で技術面でも生活面でも成長したり、学んだりすることができました。このことを

生かして、これからの学校生活でも協力して過ごしていきたいです。 
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スキー教室の思い出                     １年 D組 A K 

僕はスキー教室の前にも、何度かスキーをした事がありましたが、ほとんど滑れず、今回も少し怖い気持ち

がありました。最初の講習では、僕はとても怖くてゆっくり滑っていました。しかし１回頑張って速度を上げ

てみると、あまり怖がらなくても大丈夫だということに気づき、スキーを自然と楽しめるようになっていきま

した。楽しくスキーを滑ることができたときは、嬉しさとインストラクターさんへの感謝の気持ちでいっぱい

でした。これからもスキーを楽しめると良いなと思いました。 

一方、宿舎内では、あまり上手くいきませんでした。時間を守れなかったり、部屋の整理整頓ができていな

かったり、保健・美化係としてもう少ししっかりと呼びかけ等を行うことが、宿舎班での反省点だったと思い

ます。ですが、騒がしすぎることはあったものの、楽しく・怪我無く宿舎班で生活できたことは、よかったと

思います。これらのことを活かし、良かったところは続け、反省点は改善していけるように努力したいと思い

ました。 

僕はこのスキー教室で、自分の改善すべき点や、反省点を見つけることができました。これらを踏まえて自

分の成長に繋げることのできるよう、これからも努力したいと思います。このスキー教室の経験を大切にしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2/17 月 ① ～⑥平常時程 全校朝礼 

2/18 火 ① ～⑥平常時程 わくわく自習室 

2/19 水 ① ～⑤平常時程 職員会議 部活動 16時再登校 

2/20 木 ① ～⑥平常時程 わくわく自習室 

2/21 金 ① ～⑥平常時程 (3年生都立高校 1次・分割前期入試) 


